
いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果

令和６年度 第２回 いいだ未来デザイン会議におけるグループワーク グループＡ

４つの要素を抽出した際のポイント

●飯田市が持続可能で｢くらし豊かで元気な
まち｣であるために大切な要素として、
｢結｣｢竜｣｢奥｣｢遊｣の４つの言葉で
分類した。

●｢結｣…コミュニティ、人のつながり、
助け合い、福祉。
強くする、広げる方向性が大切で
ある。

●｢竜｣…シビックプライド、地域の誇り、
特色、特産物、ビジョンの共有。
コミュニティの中で共通で恐れる
もの、誇りであり、これを媒介に
して地域の信頼関係を形成する。
探し、創り、強くする方向性が大
切である。

●｢奥｣…地域の特色としての歴史、文化、
地形、自然、資源。探し、よく
知り、使う方向性が大切である。

●｢遊｣…楽しみ、交流、仕事、教育、学び、
遊びの文化。
｢遊｣がある地域は外から人が来
る魅力ある地域である。地域の人
が楽しみ、それを周りへ知らせる
ことが大切である。

第１回グループワークの結果
第２回グループワークの経過
俯瞰する視点からの４分類
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ポイント － 結果共有のための発表から

●まちづくりの方向性の要素として、それぞれを漢字一文字
で表すと、｢結｣（つながり）、｢竜｣（誇り）、｢奥｣
（文化的、地形的、歴史的な奥の深さ）、｢遊｣（楽し
み）。

●｢結｣は飯田がもともと｢結いの田｣であるため、大事な
キーワードである。コミュニティが弱まってきているとい
う意見があり、いかにして強められるか、新しい人に広げ
られるか、という方向性が必要である。
コミュニティスクールを軸にした学校単位の繋がりや集落
単位の繋がり、まち全体のつながりといった様々なレベル
のつながりを強め、広げることが大切である。

●｢竜｣はシビックプライド、特色の強い地域であり、どん
どん磨き新しいものを創っていくという方向性が必要であ
る。間接的な信頼関係を創造し維持する上で大切な視点で
ある。

●｢奥｣は飯田の歴史・文化・自然を良く知り、探し、活か
す方向性が必要である。空き家や遊休農地の利活用も大切
な視点である。

●｢遊｣は単に遊ぶというよりは、こどもの学びや若者の交
流、仕事のやりがい、また高齢者が健康で暮らせる地域で
あることが必要である。

●これらの要素が揃っている地域が、｢くらし豊かで元気な
まち飯田｣である。
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いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果
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４つの要素を抽出した際のポイント

●大きく４つに区分すると｢教育｣｢働く｣｢環境｣
｢地域の魅力｣と仮置き

●｢観光｣の視点も多く出されていたが、産業として
の観光という意味ではなく、｢地域の魅力を発信
する｣意味なので、｢地域の魅力｣に位置づける。

●｢教育｣だけではなく｢子育て支援｣も加えるべき。
バランス的には｢福祉｣の視点も必要ではないか。
｢教育｣と｢子育て支援｣のところは、｢福祉｣を含め
て｢生活｣という概念で括る。｢暮らしやすさ｣が
ポイントになるのではないか。

●エネルギー面で大きく転換して、地域の中で稼げ
るようにしていくことは、持続可能性に大いに繋
がる。今の考え方に固執することなく、思いっき
り考え方を変えていかないといけない時代。
個人で儲けではなく、地域でどうしていくかとい
う考え方で取り組んでいく必要がある。

●ただ、この地域の現状を見た場合のSustainable
な議論の中心は、人不足ではないか、そちらの方
が優先順位が高いく、次が環境ではないか。

●今回の議論で一番時間を割いた、｢環境か経済か｣
ではなく｢環境も経済も｣という視点、バランスの
視点は重要。バランス、｢同時解決｣はSDGsの重要
な考え方である。

第１回グループワークの結果
第２回グループワークの経過
俯瞰する視点からの４分類



ポイント － 結果共有のための発表から

●大きなテーマとして、人口の課題、子育て・教育の課題、
強い経済の課題、人と人との繋がりの４つをベースに検討
した。

●結果的には、４つの要素のバランスが一番大事で、それは
ちょうどＳＤＧｓの視点である｢同時解決｣に当たるという
議論がされた。

●コミットする課題は、｢人口減少・少子高齢化の緩和と適応
｣とし、飯田市が直面している最も大きな課題は、人口減少
であり、特に社会増を目指すことが持続可能性の向上に寄
与するのではないかと考えた。

●教育・子育ての部分は、｢安心して子育てできる暮らしやす
いまち｣として、主に教育と子育て支援、防災を含めた
安全･安心の視点をまとめた。

●強い経済では、｢生産性が高く給料が上がっていく企業が
たくさんある｣とし、経済が持続的に循環できることが、
持続可能な社会のベースになるため、そうした視点での
産業振興が大切という意見が出された。

●環境では、長期的な視点で見た時に、私達の目指すべき一
番の方向性は、｢エネルギー・水・食料の地産地消｣として、
生活になくてはならないものを地消地産できるような仕組
みがある地域にしていく視点の重要性が確認された。

●地域の魅力では、｢信州の南の玄関口としまして日本中から
愛される飯田｣として、特に、外の人から｢愛される｣という
視点が大切であるとの意見が出された。
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いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果

令和６年度 第２回 いいだ未来デザイン会議におけるグループワーク グループＣ

４つの要素を抽出した際のポイント第１回グループワークの結果
第２回グループワークの経過
俯瞰する視点からの４分類

●親が行う子育てだけでなく、学生などの子
どもが活躍する視点も必要

●地元の短大を引き入れるべき
●興味、好奇心に対応できる環境があると良
い。

●里山で育まれた食文化、今ある味が重要
●果樹、花など多様な品種が地元でとれる環
境は大きな特徴。もっとアピールすべき。

●地元のことを勉強すれば起業にもつながる。
●ロットが少ない。多様性があるのは強み
●仕事の後の自分の時間も大事
●天龍峡などに起業する人が集まってきてい
る。そのような人が増えれば変わるのでは。

●誰もが自由で多種多様な働き方ができるこ
とが望ましい。選べるのは一歩手前

●地区のまとまりが強く、飯田市、南信州の
魅力が外の人に伝わっていない。

●飯田市は20地区という形が大きい。地区も
自治体も開かれていくと変わっていくので
は。

●祭りは存続すべきものだが、自治の部分が
旧村単位で変われていない。

●子ども、若者、里山、文化、地域などそれ
ぞれがつながると思う。



ポイント － 結果共有のための発表から

いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果

令和６年度 第２回 いいだ未来デザイン会議におけるグループワーク グループＣ

●コミットする課題は、「人口減少・若者が活躍する」とし
て意見交換をした。

●「子どもの好奇心が育まれる環境」では、子ども自身が楽
しむ環境をつくれば、いずれ進学した後、帰ってきてくれ
るのではないか。学生が活躍する魅力ある学校が必要では
ないかとの意見が出された。

●「誰もが自由で多様な働き方ができる」として、「起」業
しやすい環境、誰もがという視点から女性も障がいがある
人も外国籍の人もみんなが働ける、働き方にすることで、
どんな人でも働きやすくなる。アフター５では、働き方と
して、オンとオフを切り分けつつ、楽しく生活を送れるよ
うな文化やカルチャーといった遊べるところがないと面白
くないとの意見も出ている。

●「地域の味が守られる里山文化」は、ジビエや焼肉はもち
ろん、非常に豊富な果物もあることを知った。このことは、
要素②の｢起業｣にもつながる。子どもたちがこの地域を面
白いと思ってもらえるように、地域のことを知ってほしい
との思いも込めた。

●要素①・②・③は、循環する関係性にあると考えた。
●そのために必要なのが、４つ目の要素である「開かれた地
域－内外の交流が活発なまち」で、地区ごとに固まってい
て開かれていない。海外も含めて内外の交流が活発なまち
になり、地域が開かれれば、それぞれが関係し合って、
要素①～③もうまく循環する。



いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果

令和６年度 第２回 いいだ未来デザイン会議におけるグループワーク グループＤ

４つの要素を抽出した際のポイント

●プライドをもって飯田市という魅力づくり
に取組むことが重要であり、どのような誇
りを持ちたいかという視点を大切にしなが
ら検討

●誇りをもって住みたいまちとは…
・相手に伝えられる誇りを持つ
・自分なりに飯田の魅力を答えられる
・帰ってきたくなるのも誇りのひとつ
・定住よりも度々来てもらえる地域

●選択と集中でとがった魅力とは…
・多様を許容する
・物理的に距離があるため、デジタルは
必須

・都会化しない地に足の着いた地域づくり
●“つながって”学ぶ飯田らしさとは…
・物理的な距離があるため、デジタルは
必須

・地域内外や歴史と繋がる
・地域外と繋がることで学べる視点がある

●守りつつも未来へ攻める適度（住みたい）
な田舎とは…
・りんごの産地（南限）であり続ける
・子どもや孫の未来を考えるまち

第１回グループワークの結果
第２回グループワークの経過
俯瞰する視点からの４分類



ポイント － 結果共有のための発表から

●コミットする課題として、「誇りやプライドをもつ・
シビックプライド」をキーコンセプトに掲げて意見交
換をした。

●持続可能な地域とはという要素として、
① 誇りをもって住みたいまち
② 選択と集中で“とがった”魅力
③ “つながって”“学ぶ”“飯田らしさ”
④ 守りつつも、未来へ攻める“適度（住みたい）な

田舎”
の４つを挙げた。

●特に「シビックプライド」について、意見交換がされ、
地域に誇りを持っているか、｢住みたい｣｢帰ってきた
い｣｢帰っておいで｣と言えるかというところに重点を置
きながらどのようなまちづくりをしていくべきかにつ
いて検討した。

●デジタルや関係人口、外からの交流などに取り組みつ
つも、地域の歴史や暮らしを、子どもから高齢者まで
しっかり学べているか、考えられるか、そして、伝え
られるかをもう一度見直して、そこを大切に守りなが
ら魅力として、掲げていくことが未来を創る上で重要
となってくるのではないかという意見が出された。

いいだ未来デザイン2028後期計画におけるまちづくりの方向性を検討するためのグループワークの結果

令和６年度 第２回 いいだ未来デザイン会議におけるグループワーク グループＤ
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グループＡ

暮らし豊かで
元気なまち飯田

結(様々なレベルの
繋がり･コミュニ

ティ)が広がる
地域の実現

竜 地域の誇り･
特色を磨くと
共に新しく
創造する

奥 歴史･文化･
自然をよく知り
探し活かす地域

遊 地域の人が
楽しむことで、
結果として遠く
からも自然に人
が集まる地域

持続可能な
自治会･公民館活動

タフな市民を作る

助け合いができる 安全･安心な生活基盤

仕事

学び

楽しみ

交流

やりがい

地域ブランド

特色

特産物

誇り

子どもも大人も

地域ビジョンを持つ

地産地消

空き家･店舗の活用

祭りの伝承

グループＢ

人口減少･少子高
齢化の緩和と適応
～社会増を目指して～

安心して子育て
ができる暮らし
やすいまち

生産性が高く
給料が上がっ
ていく企業が
たくさんある

エネルギー･
水･食料の
地産地消

信州の南の
玄関口として
日本中から
愛される飯田

子どもの声が聞こえるまち保育園

子育て休暇 人材育成

観光

地域のコミュニ
ケーション

地域の魅力発信

地域の財産活用

人的投資

デジタル化

IT化

省人化

儲かる農業

エネルギー産業

まちの集約

土地･農地のメリハリ

教育･福祉の充実 教育レベルの向上

婚活 安全(防災)

再生可能エネルギー

水源地の確保

余剰分で稼ぐ

森林資源の利活用

グループＣ

人口減少･
若者が活躍する

子どもの
好奇心が

育まれる環境

誰もが
自由で多様な
働き方が
できる

開かれた地域
ー内外の交流
が活発なまち

魅力ある学校

医療

学生の活躍

二拠点居住

災害に強い

伝統文化の継承

町村連携強化

起業

障がいのある人も

外国籍の人も

女性も

地域の企業の魅力発信

アフター５

地域のお味
が守られる
里山文化

多様な果実

ジビエ ゼロカーボン

木材の活用

食文化

地域を広げる

関わる人を増やす

グループＤ

誇り･プライド
をもつ･シビック

プライド

誇りをもって
住みたいまち

選択と集中で
“とがった”

魅力

“つながって”
“学ぶ”

“飯田らしさ”

守りつつ、
未来へ攻める
“適度（住みた
い）田舎”

いきいきと働き、
安心して生活ができるまち

伝える何か

帰ってきたくなるまち

手つかずの自然

こどもやまごの
未来を考えるまち

りんごの産地で
あり続ける

コンパクト

デジタル

地に足のついた
（都会化しない）

ダイバーシティ

地域内外

文化（伝統文化）

また来たくなるまち

歴史

こどもから高齢者まで

地元の産業･企業

農業体験･農家民泊
（なしの袋かけ･田植え･稲刈）
民俗芸能フェス（デジタル）
人力車交通網
（自動運転）
水素イノベーション世界大会
（フェス）


